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『調べるということ』 

 

 ４月のＨＰでも連絡しましたが、２９日～５日まで津島神社参集所で「津島か

ら国際舞台へ 国際画家 横井照子展」が開催されました。展覧会は連日大盛況

で、講演会も多数の方に来ていただきました。私も３０日に「横井照子と津島高

等女学校」というテーマで調べたことを報告させていただきました。今回のＨＰ

は『調べるということ』について書くことにします。私はこの１５年ほぼ毎回藤

祭りの時期に歴史の講演会をさせていただきました。テーマは様々で、主に津島

（近代・現代）の歴史と学校とのかかわりについて報告してきました。調べると

きに大切にしていることは、キーワードとその言葉間のかかわりです。今回です

と、横井照子さんとそのご家族の歴史、津島高等女学校、アメリカ・スイスへの

移住、横井照子さんの作風の変化、川上屋ひなげし美術館がキーワードとなりま

した。特に横井照子さんとご家族、津島高等女学校、そして作品と津島とのかか

わりについて報告させていただきました。 

 照子さんの父上は、津島北小の初代校長榮二氏です。氏は無季自由律の俳句を

詠み、書道家としても活躍しました。照子さんが短歌や俳句を好み、絵画の中に

書をしたためたのはきっと父上の影響と考えられます。父上が残された俳画と

照子さんの作品とを比べてみたいと思っています。 

 次に津島高等女学校と照子さんとのかかわりです。津島高女は、良妻賢母をめ

ざしながらも大正時代のハイカラな気風に溢れていました。バレーやバスケ、テ

ニスなどスポーツに取り組んだり、カレーライスをはじめ洋食の調理実習や洋

食マナーの指導が行われたりしました。この時代のシンボルであった荻原井泉

水の俳句や一燈園の西田天香の講演会も行われました。開校二十周年の記念講

演会では与謝野晶子が来ています。校歌は当時著名な野口米次郎が作詞、信時潔

が作曲。流行のトップランナーでした。また裁縫と共に芸術の創作に力を入れて

いました。校友会の会報「ふじなみ」には照子さんの短歌や作文が掲載され、彼

女がいかに文学少女の優等生であったかをうかがい知ることができました。 

 そして当時の津島の街と照子さん。工場が立ち並ぶ毛織物の街として繁栄し

ていた津島。製品の売り買いで、世界とつながっている実感があったと思います。

戦後駐留したアメリカ軍とのかかわりもあります。将校さんたちの奥さんの肖

像画を描いたようです。またこの街には、戦前より北米への移民が行われ、身近

に渡米を支援してくれる方がいた事と思います。  

 今回、人を介して『調べること』を続けることができました。それは照子さん

を知ってみえる方がいたからです。津島高女に通った人たちがいたからです。調

べることで人とのかかわりができ、照子さんの生誕百年を祝いたい人たち、照子

さんの作品を街づくりに活かしたい人たちにも多数出逢うことができました。     
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